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政府への提言を続ける一方、国内各地の観光振興のため奔
走し、京都国際観光⼤使、東京の観光振興を考える有識者
会議メンバー、二条城特別顧問などを務めるアトキンソン
⽒に、五輪開催とその後の日本の経済発展に向けて、
“Omotenashi”で終わらない日本の観光産業戦略を語って
いただきます。日本文化（文化財）を観光資源として捉え、
より戦略的に活⽤していくにはどうすればいいのか，考え
てみましょう。

東京外国語⼤学⼤学院国際日本学研究院
2017年度 連続講演会
国際日本研究へのまなざしーことば・文化・教育ー
第5回講演会

1965年イギリス⽣まれ。オックスフォード⼤学（日本学専攻）卒業後、
⼤手コンサルタント会社や証券会社を経て、ゴールドマン・サックス
証券会社入社。同社取締役等を経て2007年退社。2009年に⼩⻄美術
工藝社に入社し、取締役就任。2014年より現職。著書は『新・観光⽴
国論』（⼭本七平賞、不動産協会賞受賞︓東洋経済新報社）など多数。

主催 東京外国語大学 大学院国際日本学研究院
共催 東京外国語大学 留学⽣日本語教育センター

"Omotenashi"の先へ
ー観光で国をひらくということー

デービッド アトキンソン ⽒
（株式会社 ⼩⻄美術工藝社 代表取締役社⻑）

於 研究講義棟101教室2018年1月18日（木）
17:45-19:15（17:40開場）

指定討論者

タイモン スクリーチ⽒
（ロンドン大学SOAS 教授）


